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ホーム ＞ 市⺠レポーター ＞ 映画「武蔵野夫⼈」と落合川

1950年のベストセラー、⼤岡昇平の「武蔵野夫⼈」を覚えていますか。

⼩説の舞台となっているのは野川(武蔵⼩⾦井駅の南

側を流れる川)の周辺、恋ヶ窪、村⼭貯⽔池などです。

翌51年に、監督･溝⼝健⼆、主演･⽥中絹代で映画

化されました。

そのロケ地が東久留⽶にもあったのです。

その場所は落合川。

2004年6⽉1⽇の朝⽇新聞によると、写真家の鍔⼭英次さんが'93年、わき⽔を調べるため東久留⽶の落合

川を訪ねた時、「武蔵野夫⼈という映画を知っていますか、ここで撮ったんですよ」と声をかけて来た⼈がいたそうで

す。

川のすぐ近くにある氷川神社の宮司さんでした。

実は鍔⼭さんは映画｢武蔵野夫⼈」の野川の場⾯が撮

られたのが⼩⾦井市の野川でないことに気づき、⻑い間

そのロケ地を探していたそうです。

ではなぜ⼩説の中の｢野川」が映画では「落合川」で撮られる事になったのか。

それは、監修をした福⽥恒存が｢野川｣よりも｢落合川｣の⽅が作品のイメージにあうと考えたらしい、と新聞には書い

ていました。

先⽇、撮影当時の事を聞かせてもらいたいと思い、南沢湧⽔の前の｢南沢氷川神社｣を訪ねました。

若い宮司さん兄弟が居られ、｢その時の宮司は祖⽗ですが、5年前に亡くなりました｣と⾔われ、がっかりしていると

｢私は少しはそのことについて⽿にしたことがあります。その時のことをよく知っている⼈がいますから訪ねてみて下さい｣

と連絡をとって下さったのはすぐ近所に住むOさん。

多聞寺の前で昭和5年からお店を営んでおられるお宅でした。

お店の前は落合川。

｢あゝ、この時の撮影はここでしたよ。｣

とOさん⽬の前の川を指しました。

そしてOさんのお⺟様と⼀緒にあの⽇の事を懐かしそうに話して下さいました。

｢あの頃、ここは今よりもずっと川幅のあり、深さも⼦どもの胸くらいありました。川の中ほどには弁天様が祀られてい

ました。今は多聞寺に移されています。泳いだり、⿂をとったり、野菜を洗ったり、⽣活には⽋かせない川でした。川の

向こうは杉の⼭。川霧で⼭が煙って⾒えた事もありました｣

｢あの撮影の⽇は、トラックが5台くらいやって来て、このあたりに撮影機材を置いて撮りました。⽇傘をさした⽥中絹

代さんと若い男の⼈が川に沿って歩いていく場⾯でした・・・。⽬の前の川のここでしたよ｣

Oさんのお⺟様は｢⽥中絹代さんと⼆⼈で写真も撮っていただいたんですよ｣と昨⽇の事のように楽しそうに話して

下さいました。

今、お店の前の落合川は改修されて明るい公園のようになっていました。すぐ上流が湧き⽔と落合川の合流地点

ですが､合流直前の湧き⽔と神社のあるあたりは、今も当時の姿を残し｢南沢湧⽔｣とよばれ、緑豊かな散歩道とし

て⼈々に愛されています。

この｢南沢湧⽔｣(市内南沢3丁⽬)を訪ねることがありま

したら、55年前のこの出来事を思い出していただけたらと

思います。
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